
※お知らせいただいた個人情報は、上記以外の目的では一切使用いたしません。
（連絡先 ＴＥＬ　　　－　　　　－　　　　）

　⑴聖書とキリストについてもっと知りたいので、
　　そのことに関する印刷物を送って下さい。
　⑵新約聖書を送って下さい。
　⑶自宅に訪問を希望します。
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「神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、
世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして
滅びることなく、永遠のいのちを持つためである。」　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　=聖 書=
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特別伝道集会特別伝道集会

入場無料入場無料

●日時 10月18日㈯午後2：00
　　　　　　　　 19日㈰午後2：00

車でお越しの方は駐車場が有ります。

入場無料

https://jonochrist.com

●会場 城野キリスト集会所
　　　　　　北九州市小倉南区重住2丁目6－1
　　　　　☎０９３－９３１－５５１２

（各集会 約1時間）

車でお越しの方は駐車場が有ります。

「神は、実に、そのひとり子をお与えになったほどに、
世を愛された。それは御子を信じる者が、ひとりとして
滅びることなく、永遠のいのちを持つためである。」　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　=聖 書=

（各集会 約1時間）

●日時 10月18日㈯午後2：00
　　　　　　　　 19日㈰午後2：00

https://jonochrist.com

●会場 城野キリスト集会所
　　　　　　北九州市小倉南区重住2丁目6－1
　　　　　☎０９３－９３１－５５１２

●語る人　市川　敏久氏●語る人　市川　敏久氏

車でお越しの方は駐車場が有ります。
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城野キリスト集会所

定期集会のご案内
●日 曜 日 午後 ２：００
●火 曜 日 午後 ７：３０
●木 曜 日 午前１０：３０（毎月２週・４週）
●日曜学校 午後 １：２０（幼・小・中学生）

どなたでもご遠慮なくおいで下さい。
入場は無料です

〒802－0811
北九州市小倉南区重住2丁目6-1
☎（０９３）９３１－５５１２（集会所）

●私たちの集会はエホバの証人、世界平和統一家庭連合、モルモン教会などの団体とは全く関係が
   ありません。

（各集会約１時間、日曜学校約20分）

　現在の日本人の平均寿命は男性81歳・女性87歳で、
年々延びる傾向にあります。長寿は喜ばしいことです
が、同時にQOL（生活の質）を良くし、健康を保つこ
とが求められています。健康診断や人間ドックを利用
する人も多い一方、「病気を指摘されるのが怖い」と
避ける人もいます。でも自覚していない病を早期に発
見することは大切なことです。 
　さて、実は致死率100％の「死に至る病」がありま
す。そして、すべての人がその病にかかっています。
そのことを自覚していない人が多いのです。それは
「罪」です。人の死にはさまざまな形がありますが、
死は根本的に罪が原因であると聖書は記しています。
誰でもわかる大きな犯罪やみんながやっているような
軽微な悪事だけではなく、人にはわからず裁けない心
の中の悪い思い、憎しみやねたみ、欲情など、小さく
ても何かしらの罪を私たちは犯しています。創造主で
ある聖なる神様の前に、それは必ず裁かれなければな
りません。結果として身体の死と、その後永遠におよ
ぶ裁きがあります（ヘブル人への手紙９章27節）。身
体の健康は大切ですが、もっと大切なことがあるので
す。そのことを知っていただきたいと思います。
　「医者を必要とするのは、健康な人ではなく病人で
す。わたしが来たのは、正しい人を招くためではな
く、罪人を招いて悔い改めさせるためです。」（ルカの

福音書５章31節・32節）とイエス・キリストは語りま
す。すべての人は神の前に罪人です。自分の罪を自覚
することは快くないでしょうが、病を自覚しなければ
治療できないように、罪を認めてそれを解決する必要
があります。自分は正しいと主張するのでなく、罪が
あると認める人こそ、招かれているのです。
　医者は病を指摘しても病人の身代わりにはなれませ
んが、神の子であるイエス・キリストは私たちの罪を
示し、それだけではなくその罪を負って身代わりに裁
かれることにより、完全な罪の赦しを与えてください
ました（ペテロの手紙第一２章24節）。ここに罪と死
の問題、永遠の行き先についての答えがあります。ぜ
ひこのことを聖書によって確認し、本当の救いをあな
た自身のものとなさいますように。
　おいでをお待ちしております。

いのちの問題


